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朋　　宗教・文化

ラジオ・テレビジョン聴取（祝）概況

本妻は大阪中央放送局が集計したものであるが普及率につし）ては各年の10月1日現在の世音数をもって府統計語で鼻出した。

第13表

加入契約数；廃　止　数
拝　　　　　　　　　件

6　347　　　　61811

13　245　　　138　009

26　037　　　287　245

43　541　　　515　305

58621　　718125

普及率
ヽ　　　　　　　　　　　　■†

78．6　　　　47109

78．6　　　　89　555

72．2　　　175　091

58．1　　　271473

44．0　　　252　528

右諒妄妄議丁盲．言‾‾豪
年　　　　　度

昭和31年度　毒　108240　　73018　　821544

32　　1　121929　　　94523　　852511

33　　！114900　163547　　807756

34；116926　264604　669445

昭和35年度　■　1482川　　245569　　575582

資　料　　日木放送協会大阪中央放送局加入謀。

ラジオ・テレビジョン聴顆（視）現在数第11表

基点はNIIK契約数を年斐末または年酎】の敦で表わしたものであり∴増加数朝の△印は減少を示す。なおテレビの組加数棚

のうち鬼北部が滅であるが一託罫J村が和泉市と合併したためである．

度年和昭
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朋4　杜会保障

第21草　　社

健　康　保　険

健康保険は昭和2年以来実施されているもっとも古い

歴史をもつ社会保障制度であって、この保険事菜の運営

は政府がその事業体となっているものと、市町村がその

ほ民を対象にして行う市町村営の国民隠康保険のほか仝

払工場、銀行等の民間団体がその従業者を対象とし、

厚生大臣の認可を得て行ういわゆる壁康保険親仝管掌の

ものの3軽がある。近年産簑経済界の発展ならびに国

民意識の向上とともに社会保障制壁の重要性が認議さ

れ、その加入利用は増加の一途をたどりつつあり・今後

もさらに増加することが予思されている。

大阪府における昭和35年度の鯉暁保険事業の軌兄をみ

ると．まず政府管掌のものの年度間平均では適用事業所

数は42，543、被保険者は112万2千人で、前年度よりそ

れぞれ13．1玖15．1％の増．加を示し．また給付面ではそ

の件数は911万6千件．金矧ま116倍3千万円となり、前

年に対しそれぞれ12．7玖13．8％の増加をみせている8

なお給付状況と被保険者と被扶養者とに分けてみるとt

被保険者は556万4千住、9鳩8千万1ユ①給付をみてお

り，被扶養者のそれにくらペ件数では約1・5倍・金額で

は約5．3浩の割合に当っている。

一九市町村営の国民鮭康扶塗状況では、35年度末現

在実施市町村は35をかぞえているが，他に「司業者組合等

の営むものが18となって．合計5肥＝宥こおよんでいる。

なおその被保険者数は扶養者を加えて前年の74万7千人

から大きく働加して100万人をこえている。このほか本

年鑑では掲載できなかったが、一▲鞋凋体の営む擢康探険

組合は35年度まで131となっている。

船　員　保　険

この保険は昭和15年から政府管掌によって実施されて

いるが、船員のために絶息、厚生年金　失業業促　を′会せ

た結合的探険制度と伝っている0いま人限浦‾卜における

昭和35年度の草葉概況をみると一挺楳較者数は1力‘4丁・

人．その糾付件数は17万87▲作一　同金額ま2億7・帥0力■

円となっているがいずれも前年にくらペ7・0玖11・1％－

9．6％の増加をそれぞれみせているレ

厚生年金保険

この悍険は昭和17坤から政府を棋演者として実施さ

会　保　障

れ、会は工軌商店等の雇用者を被保険者とし・老齢

障害、遺族年金等が支給されるよう仕組んだものであ

る。いま昭和5年度における事業概況をみると、適用事

業所数は45，836で前年に対し13．3％の増となったが－被

保険者数も同じく15．3％の増加をみて158万6千人の多

きに及んでいる。また給付状況では・その件数は12万3

千件で前年の6．7％増をみたが、金額でも10億5千万円

となり前年に対し5．8％の増とほほ局桜の増加をみせて

いる。なお給付種別では総件数の約50兇余りが例年寡

乱かん夫，遺児年金。ついで脱退手当金、障害年金が

大きいが、近年老蔚年金の増加が急速になっている。

国　民　年　金

国民年金は昭和34年度から施行された国民年金法にも

とづき．厚生年金、各桓共済組合給付等これまでの公的

年金制度からとりのこされていた一般国民のうち－年齢

20歳以上の者を対象とし、老齢，廃私死亡によってそ

の生活が損なわれることを防止するために必要な年金の

支給旭行うものである。またこの制圧の基本は国民の拠

比によって運営されるのであるが、昭和35年現在では加

入者の年齢との関係で全面的な支給は行われておらずt

目下福祉年金としての老齢、障害、母子の3年金の給付

が行われている。なれ35年度末における上記3種の年

金の受給経者絵数は、前年度の8万6千人から9万6千

人へと増加し．その女給裁定額も9億9，800万円から1帽

5．800万Pjへと増加したが．年金種別では総数の約85％

までが老齢牢金三拾権者で占められている。

失業保険と労災保険

両保険とも昭和22年から実粒されたものであるが・い

ま失業保険の給付状況を煤塵金受給実人員についてみる

と．昭和35年のそれは2万77・余人となり．不況といわ

れた33年の3万77余人に比しては大幅な1万人余の減

少．3抑こ封しても綺＝％の減少をみせている¢また給

付金徹も受給人員の減少につれ3叫1圭低下をつづけて

いるが．35年は27陰7千力■Hとなった1

一方労災保険は給付の作劇尤らぴにその金執ま新規災

害者の増加をおりまぜて年々増加し・前者は黒年度中に

27万件．後者は23位4十万円となって、前年にくらペ

21．2玖　24．9％のそれぞれの増的をみせることとなっ

た。

失業保険金の給付状況明別）

保護世帯の労働類型別割合

募仝欄の鞘甘　塩　葡1劉4万円

第9表参照
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第6表参照

川）1　2　3　4　5　8　7　8　9101112

保護費支出額の扶助別割合

共同募金の募金額と配分栃

第10右参照
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48　　＝社会保障

政　府　管　掌　健　康　保　険
未表は址会保険出張所よりの新にもとすいて作成したもので・この保険は原闇として5人以ヒの従菓者を有する法令に定め

（25等級）標準額嵐日額に、その等級に弦当する人員数を乗じて・縁妓保険者数で習上ったも

1．　適　　用　　状　況

第1蓑

られた事業所欄するものである。表中各月の計数は省略し・3カ月ことにその月分のみを掲嵐なお平均標準報酬月竃とは鰐
蝕保険法濁3条に規定する各等紐の

の。給付は各年度中のものである．

事　業　所　致

被　保　険　者　数
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一天阪府民生部保険課。

国　民　優　駿　保　険
本意は各年匿末現在で国民腱吸保険実施市町村よりの拙こもとづいたものでt平均受診率は1組合1日当。、給付は各年度＿　＿　日　．⊥．【＿人．一▼＿，＿．＿　←一・、■．札′－′」－l＝．一汚▲◆▼‥什ヽ－7‾一士　⊥■、・r上巳iel　ナー．乍・兵l⊥1日∴1．‾こ1十・‾小二　」、■当⊥、F工肌－「＼「ノ、／、〟hL■一

中のものである。なおa）は同業者抱合等で営むものである肌被保険者数から正当数を分艶できないのでまとめて掲祓した。
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内　職　あ　っ　せ　ん　状　況

34年度は12月申．35年露は年度末または月中のものである。
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第g表　　　　　　保護世帯の労働類塾別世帯数
貴志は生活保話法による被保護世蒜に関するもので．各年は12月末現在の実数、各月はその月中こ保護を受けたらのであり仇

月は省略してある。なお．捻数には保護を隼止中の掛請が含まれているため内訳の数とは一致しない・
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第12表 社会福祉施設数、収容者数

本表は生活保護法、児童保護法等によるものであるが、各年とも12月末現在のものである机児童相談所は12月中の受付件数

である。
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第13表 結　婚　あ　っ　せ　ん　状　況

本妻は「厚生省報告例」にもとすいて作成されたものである．
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